
森戸辰男 

もりと・たつお 
 

社会政策学者、衆議院議員、文部大臣、広島大学学長、 

中央教育審議会会長、日本育英会会長、日本ユネスコ国内委員会会長、 

NHK 学園高等学校校長、文化功労者、広島市名誉市民、福山市名誉市民、 

勲一等瑞宝章、勲一等旭日大綬章 

 

経 歴 

生：明治２１年（１８８８年）１２月２３日、広島県福山東堀端（現福山市城見町）生まれ 

没：昭和５９年（１９８４年）５月２８日、享年９６歳 

明治３１年（１８９８年）３月 ９歳 米屋町の広島県深安郡福山町尋常小学校卒業 

明治３５年（１９０２年）３月 １３歳 広島県深安郡福山町高等小学校卒業 

明治４０年（１９０７年）３月３１日 １８歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業 

明治４０年（１９０７年）８月 １８歳 第一高等学校一部甲入学 

明治４３年（１９１０年）７月 ２１歳 第一高等学校卒業 

大正３年（１９１４年）７月 ２５歳 東京帝国大学法科大学経済学科卒業 

大正３年（１９１４年）７月３１日 ２５歳 東京帝国大学法科大学経済学科助手 

大正５年（１９１６年）９月１日 ２７歳 東京帝国大学法科大学経済学科助教授 

大正８年（１９１９年）４月１日 ３０歳 東京帝国大学経済学部勤務 

大正８年（１９１９年）８月１０日 ３０歳 大原社会問題研究所常務理事 

大正８年（１９１９年）１２月 ３０歳 『経済学研究』に「クロポトキンの社会思想の研究」を発表 

大正９年（１９２０年）１月１０日 ３１歳 森戸事件、東京帝国大学休職 

大正９年（１９２０年）１月１４日 ３１歳 朝憲紊乱罪で起訴される 

大正９年（１９２０年）１０月１２日 ３１歳 新聞紙法違反、森戸事件が有罪となる 

大正９年（１９２０年）１０月２２日 ３１歳 刑事裁判確定により東大を退官 

大正９年（１９２０年）１０月      ３１歳 大原社会問題研究所に勤務 

大正９年（１９２０年）１２月～ 

 大正１０年（１９２１年）２月 

３１～ 

３２歳 
巣鴨監獄に入る 

大正１０年（１９２１年）３月～ 

 大正１２年（１９２３年）８月１０日 

３２～ 

３４歳 

大原社会問題研究所より経済学・社会問題研究のため

英独仏露へ留学 



昭和１６年（１９４１年） ５２歳 大原社会問題研究所常務理事 

昭和２０年（１９４５年）１１月５日 ５６歳 憲法研究会会合 

昭和２１年（１９４６年）４月１０日 ５７歳 衆議院議員に当選（第１回） 

昭和２１年（１９４６年）８月１０日 ５７歳 教育刷新委員会委員 

昭和２２年（１９４７年）１月２２日 ５８歳 給与審議会委員 

昭和２２年（１９４７年）４月２５日 ５８歳 衆議院議員に当選（第２回） 

昭和２２年（１９４７年）６月１日 ５８歳 片山内閣成立、文部大臣 

昭和２３年（１９４８年）３月１０日 ５９歳 芦田内閣成立、文部大臣 

昭和２３年（１９４８年）４月２７日 ５９歳 国立国会図書館連絡調整委員会委員 

昭和２３年（１９４８年）１０月１５日 ５９歳 文部大臣辞職 

昭和２４年（１９４９年）１月２３日 ６０歳 衆議院議員に当選（第３回） 

昭和２４年（１９４９年）９月 ６０歳 教育美術振興会会長 

昭和２５年（１９５０年）４月１５日 ６１歳 衆議院議員辞職 

昭和２５年（１９５０年）４月１９日 ６１歳 文部教官に採用、広島大学学長（兼広島文理科大学長） 

昭和２５年（１９５０年）５月１５日 ６１歳 誠之館で講演会 （出典３） 

昭和２６年（１９５１年）１月２０日 ６２歳 日本学術会議会員（第２期） 

昭和２６年（１９５１年）９月１日 ６２歳 財団法人労働医学心理学研究所理事 

昭和２６年（１９５１年）１２月８日 ６２歳 誠之館で講演会 （出典３） 

昭和２７年（１９５２年）６月２０日～ 

              ７月１０日 

６３歳 
社会教育審議会（労働者教育文化審議会）臨時委員 

昭和２７年（１９５２年）８月１日 ６３歳 日本ユネスコ国内委員会副会長併任 

昭和２８年（１９５３年）１月２６日 ６４歳 広島大学教育長講習「町村教育委員会教育講習」講師併任 

昭和２８年（１９５３年）６月１日～ 

 昭和３０年（１９５５年）５月３１日 

６４～ 

６６歳 
大学設置審議会委員併任 

昭和２８年（１９５３年）９月１日 ６４歳 財団法人労働科学研究所理事 

昭和２８年（１９５３年）９月１０日～ 

 昭和３０年（１９５５年）１月２５日 

６４～ 

６６歳 
中央教育審議会専門委員（第１期） 

昭和２９年（１９５４年）１月２０日 ６５歳 日本学術会議会員（第３期） 

昭和２９年（１９５４年）１０月１０日 ６５歳 誠之館で講演会 （出典８） 

昭和２９年（１９５４年）１０月２２日 ６５歳 第８回ユネスコ総会（ウルグアイ）日本代表 

昭和３０年（１９５５年）１月２５日～ 

 昭和３２年（１９５７年）１月２４日 

６６～ 

６８歳 
中央教育審議会委員（第２期） 

昭和３０年（１９５５年）２月２６日 ６６歳 広島大学学長選出 



昭和３０年（１９５５年）６月１日～ 

 昭和３２年（１９５７年）５月３１日 

６６～ 

６８歳 
大学設置審議会委員併任 

昭和３０年（１９５５年）８月１日 ６６歳 日本ユネスコ国内委員会併任 

昭和３０年（１９５５年）９月１日 ６６歳 日本ユネスコ国内委員会副会長併任 

昭和３１年（１９５６年）１２月２５日 ６８歳 第９回ユネスコ総会（インド）日本代表 

昭和３２年（１９５７年）１月２０日 ６８歳 日本学術会議会員（第４期） 

昭和３２年（１９５７年）３月１２日～ 

 昭和３４年（１９５９年）３月１１日 

６８～ 

７０歳 
中央教育審議会委員（第３期） 

昭和３２年（１９５７年）６月１日～ 

 昭和３４年（１９５９年）５月３１日 

６８～ 

７０歳 
大学設置審議会委員併任 

昭和３３年（１９５８年）９月５日 ６９歳 日本ユネスコ国内委員会副会長 

昭和３３年（１９５８年）１０月１４日 ６９歳 第１０回ユネスコ総会（パリ）日本代表顧問 

昭和３４年（１９５９年）３月 ７０歳 労働科学研究所理事長 

昭和３４年（１９５９年）４月１日 ７０歳 広島大学学長 

昭和３４年（１９５９年）４月１４日～ 

 昭和３６年（１９６１年）４月１３日 

７０～ 

７２歳 
中央教育審議会委員（第４期） 

昭和３４年（１９５９年）５月１０日 ７０歳 誠之館で記念祭講演会 （出典３） 

昭和３４年（１９５９年）１０月１日～ 

 昭和３６年（１９６１年） 

７０～ 

７２歳 
日本ユネスコ国内委員会会長 

昭和３５年（１９６０年）３月～ 

 昭和５５年（１９８０年）５月 

７１～ 

９１歳 
全日本社会教育連合会会長 

昭和３６年（１９６１年）４月 ７２歳 全国放送協会研究会連盟理事長 

昭和３６年（１９６１年）４月１６日～ 

 昭和３８年（１９６３年）３月３１日 

７２～ 

７４歳 
中央教育審議会委員（第５期） 

昭和３６年（１９６１年）１０月２５日～ 

 昭和３８年（１９６３年）１０月２４日 

７２～ 

７４歳 
国語審議会委員 

昭和３７年（１９６２年）１月 ７３歳 日米文化教育研究会議首席代表（昭和４５年まで５

回）、同代表（昭和４９年まで２回） 

昭和３７年（１９６２年）３月２７日 ７３歳 アジア地域ユネスコ加盟国文部大臣会議顧問 

昭和３７年（１９６２年）４月１日 ７３歳 広島大学・広島文理科大学長の併任解除 

昭和３７年（１９６２年）１０月１４日 ７３歳 願により大学設置審議会委員を免ずる 

昭和３８年（１９６３年）１月～ 

 昭和４６年（１９７１年１０月 

７４～ 

８２歳 
能力開発研究所理事長 

昭和３８年（１９６３年）２月 ７４歳 英語教育協議会理事 

昭和３８年（１９６３年）３月３１日 ７４歳 広島大学学長辞職 



昭和３８年（１９６３年）４月～ 

 昭和４７年（１９７２年）３月 

７４～ 

８３歳 
日本育英会会長 

昭和３８年（１９６３年）４月 ７４歳 日本放送協会学園高等学校校長 

昭和３８年（１９６３年）４月 ７４歳 広島商科大学名誉学長 

昭和３８年（１９６３年）５月１４日 ７４歳 広島大学名誉教授 

昭和３８年（１９６３年）５月２４日～ 

 昭和４０年（１９６５年）５月２３日 

７４～ 

７６歳 
中央教育審議会会長（第６期） 

昭和３８年（１９６３年）９月 ７４歳 広島市名誉市民 

昭和３８年（１９６３年）１１月～ 

 昭和４６年（１９７１年）７月 

７４～ 

８２歳 
社会教育審議会委員 

昭和３９年（１９６４年）１月 ７５歳 国語審議会委員 

昭和３９年（１９６４年）６月～ 

   昭和５４年（１９７９年）１０月 

７５～ 

９０歳 
日本図書館協会会長 

昭和３９年（１９６４年）１０月～ 

 昭和４１年（１９６６年）１月 

７５～ 

７７歳 
国語審議会会長 

昭和３９年（１９６４年）１１月３日 ７５歳 勲一等瑞宝章 

昭和４０年（１９６５年）５月２８日～ 

 昭和４２年（１９６７年）５月２７日 

７６～ 

７８歳 
中央教育審議会会長（第７期） 

昭和４０年（１９６５年）５月２８日 ７６歳 国際大学協会第４回総会東京組織委員会会長 

昭和４１年（１９６６年）２月１５日 ７７歳 第３回日米文化教育会議日本側代表 

昭和４１年（１９６６年）４月１日 ７７歳 東京都立高等学校選抜制度改善審議会委員を委嘱される 

昭和４１年（１９６６年）４月１５日～ 

 昭和４３年（１９６８年）１１月２６日 

７７～ 

７９歳 
明治百年記念準備会議委員 

昭和４２年（１９６７年）２月～ 

 昭和５５年（１９８０年）６月 

７８～ 

９１歳 
東京都青少年とともにすすむ運動推進協議会会長 

昭和４２年（１９６７年）７月１日～ 

 昭和４６年（１９７１年）７月３日 

７８～ 

８２歳 
中央教育審議会会長（第８期） 

昭和４３年（１９６８年）７月 ７９歳 日本ユネスコ国内委員会名誉会長 

昭和４３年（１９６８年）１１月１５日 ７９歳 大学問題懇談会委員 

昭和４４年（１９６９年）７月４日～ 

 昭和４６年（１９７１年）７月３日 

８０～ 

８２歳 
中央教育審議会会長（第９期） 

昭和４６年（１９７１年）１１月～ 

 昭和５４年（１９７９年）１１月 

８２～ 

９０歳 
誠之舎理事長 

昭和４６年（１９７１年）１１月 ８２歳 文化功労者顕彰 

昭和４６年（１９７１年）１１月１０日 ８２歳 福山市名誉市民 

昭和４８年（１９７３年）１２月 ８４歳 松下視聴覚研究財団理事長 



昭和４９年（１９７４年）４月２９日 ８５歳 勲一等旭日大綬章 

昭和５０年（１９７５年）６月～ 

 昭和５５年（１９８０年）６月 

８６～ 

９１歳 
日本教育学会会長 

昭和５２年（１９７７年）６月～ 

 昭和５４年（１９７９年）６月 

８８～ 

９０歳 
特殊教育百年記念会会長 

昭和５５年（１９８０年）６月 ９１歳 日本教育会名誉会長 
 

 

生い立ちと学業、業績 

郷土が誇る日本的名士であり、福山市が生んだ偉大な先覚者である。 

 

旧福山藩剣術師範森戸鸞蔵の子（姉３人）として生まれた。氏の回想録によれば、貧しい没落

士族の生活であったが、武家の家庭特有の苦難に耐える伝統的精神があり、それが生涯の

生きる力となったという。 

 

町立の幼稚園から米屋町の尋常小学校、三之丸町の男子高等小学校を経て、明治３５年（１

９０２年）、県立福山中学校（誠之館）に入学した。在学中は、学業・性行・体育ともにすぐれ、

弁論・剣道に於ては抜群の技能を示した。また端艇遠漕も楽しい思い出であった。特に福中

教育における建学以来の「誠の道」の理念が、氏の人間形成の上で最大の要素となったこと

は、「人間の館『誠之館』」という氏のことばによっても明らかである。 

 

そのほかに、福中時代の聖公会での受洗や、一高時代の新渡戸稲造氏の影響によるキリスト

教的思想も、それまでの家庭の武士道的伝統、中学の「誠之」の精神とともに、氏の人道的精

神形成の糧となった。 

 

福山中学を卒業後、一高を経て大正３年（１９１４年）７月東京帝国大学法科大学経済学科を

卒業、高野岩三郎教授の門下生として直ちに助手に任命され、大正５年（１９１６年）９月、助

教授（社会政策学担当）となった。 

 

大正８年（１９１９年）年４月、東京帝大では、分科大学制の廃止に伴い、旧法科大学の経済・

商業両学科が、経済学部として独立した。この独立を機に大正８年（１９１９年）１２月に、学部

の機関誌『経済学研究』 が創刊されたが、これに森戸助教授の「クロポトキンの社会思想の

研究」という論文が掲載されたのである。 

 

これを見た同大学の右派学生団体「興国同志会」は、「この論文は、学術研究にあらず。純然

たる無政府主義の宣伝だ。」と、指摘糾弾した。また内務省・文部省も、それを問題視した。山

川健次郎総長は、文部省の示唆をうけ、機関誌を回収する一方、森戸助教授に遺憾の意を

書面にしたため、辞職するよう説得したが、氏はこれに応じなかった。経済学部教授会は議論

の末、大正９年（１９２０年）１月１０日、森戸助教授の休職を決定し、内定していた外国留学の



予定も取り消した。 

 

強硬姿勢をとる司法省検事局は、「新聞紙法」（明治４２・５・６の法律第４１号）の「朝憲紊乱

罪」（同法第４２条）によって、１月１４日、森戸助教授のみならず、編集発行人の大内兵衛助

教授をも起訴した。これに対し、経済学部学生および法学部学生はそれぞれ大会を開き、

「吾人は学問の独立を期す。」「経済学部教授会および大学総長の反省をうながす。」と、決

議した。 

 

裁判の結果、３月３日第一審有罪、６月２９日控訴審でも有罪判決、１０月２２日大審院におい

て上告棄却、森戸助教授は禁錮３カ月罰金７０円の実刑、大内助教授は禁錮２カ月罰金２０

円執行猶予２年の判決を受けた。そして、森戸助教授は、大学の教職から追われた。これが

いわゆる「森戸事件」であり、まさに大学のてん落のさきがけとして、一世を震撼させた。 

 

大正９年（１９２０年）１０月、東大退官後、高野岩三郎博士の大原社会問題研究所に入って研

究員となり、経済学・社会問題研究のため、英独仏露諸国へ留学した。大正１２年（１９２３年）

８月に帰国してからは、第二次世界大戦中同所の機能が停止されるまで、一貫して社会政

策、労働問題の研究と論述に専念するかたわら、論壇で華々しく活躍した。昭和１６年（１９４１

年）以降、同所の常務理事として、実務面での担当者をも兼ねた。そして、戦争中も清貧の中

にあって、にらまれながらも清節を曲げなかった。 

 

戦後は、昭和２０年（１９４５年）１１月、日本社会党の結成に参加して入党、翌昭和２１年（１９４

６年）４月、郷里広島県３区から衆議院議員に当選（以後連続３期当選）し、社会党右派の理

論的指導者として活躍した。また、社会保険制度調査会、教育刷新委員会、給与審議会の各

委員を歴任した。 

 

昭和２２年（１９４７年）６月、片山内閣成立にあたって文部大臣として入閣し、さらに翌昭和２３

年（１９４８年）３月の芦田内閣にも、文部大臣として再任され、同年１０月１９日まで在職し、連

合国軍占領下での教育民主化政策を指導した。昭和２２年（１９４７年）６・３学校制度の発足、

昭和２３年（１９４８年）公選教育委員会の設置など、重要施策をつかさどった。 

 

昭和２４年（１９４９年）６月、広島大学の発足にあたって学長に推され、「日本の民主化は、人

間をつくることである。その人間は、大学でつくらねばならぬ。」といって、日本社会党を離れ

て衆議院議員を辞職し、昭和２５年（１９５０年）４月、広島大学学長に就任した。昭和３８年（１

９６３年）３月までその職にあって、初代学長として新制広島大学の基盤を確立するのに貢献

した。学長退官の昭和３８年５月、広島大学名誉教授となった。 

 

同年４月以後は、昭和４７年（１９７２年）まで日本育英会会長を務めるかたわら、国際交流（日

本ユネスコ国内委員会会長）や放送教育（NHK 学園高等学校校長）の振興や、昭和４１年（１

９６６年）の「期待される人間像」答申など、戦後教育改革の手直しに取り組んだ。 

 

また、学長在任中の昭和２８年（１９５３年）９月から、文部大臣の政策立案諮問機関である中

央教育審議会に参加し、昭和３８年（１９６３年）５月から昭和４６年（１９７１年）７月まで連続４期



にわたり、その会長を務めた。特に昭和４６年（１９７１年）６月には、「第三の教育改革」案と評

された第２２回答申「今後における学校教育の総合的な整備のための基本的施策について」

（四六答申）をまとめあげるうえで、中心的役割を果たした。 

 

昭和４６年（１９７１年）教育者としての長年の功績によって、文化功労者表彰を受け、また同年

１０月、福山市は福山市政５５周年を記念する行事として、福山市名誉市民に推挙してその栄

誉をたたえた。 

 

誠之館高校講堂の外壁正面に掲げられている「誠之講堂」の題字は、氏の揮毫によるもので

ある。 

 

著書には、『クロポトキンの片影（大正１０年）』、『近世社会主義思想史（大正１０年）』、『思想と

闘争（大正１４年）』、『社会科学研究の自由に関して青年学徒に訴う（大正１４年）』、『思想の

遍歴（上・昭和４７年、下・昭和５０年）』などがある。 

 

勲一等瑞宝章、勲一等旭日大綬章受章。昭和５９年（１９８４年）５月２８日、９６歳という高齢で

波乱に充ちた生涯を終えた。   石井和佳（昭和２５年卒） 

昭和３４年１０月１日、福山市の田尻漁業協同組合に建つ「藻貝の養殖記念碑」を撰文した。 

 

一族に森戸隆三（陸軍少将）がいる。 

 

誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 

０２１６７ 森戸辰男 書 扁額「論語（学而不思）」 － － 

０４３９１ 森戸辰男 書 扁額「論語（無信不立）」 － 昭和２８年 

０４３２２ 森戸辰男 書 扁額「礼記（和為貴）」 － 昭和２８年 

０２１６６ 森戸辰男 書 扁額「誠之講堂」 － 昭和４５年 

０３９０２ 森戸辰男 著 『近世社会主義思想史』 我等社 大正１０年 

０３８９９ 森戸辰男 著 『クロポトキンの片影』 同人社書店 大正１０年 

０３９０３ 森戸辰男 著 『エンゲル ベルギー労働者家族の生活費』 第一出版（株） 昭和２２年 

０３９０４ 森戸辰男 著 『オウエン モリス』 岩波書店 昭和２３年 

０６５８６ 森戸辰男 著 『教育と私－文化功労者の顕彰を受けて－』 － 昭和４６年 

０３９００ 森戸辰男 著 『思想の遍歴（上）－クロポトキン事件前後』 春秋社 昭和４７年 

０３９０１ 森戸辰男 著 『思想の遍歴（下）－社会科学者の使命と運命』 春秋社 昭和５０年 

００３８９ 森戸辰男 著 『教育を考える』 森戸辰男 昭和５０年 



０６７６８ 森戸辰男 著 「私の履歴書 森戸辰男」（日本経済新聞切り抜き） 日本経済新聞 昭和５１年 

０３０９４ 
葛原先生童謡碑建設

委員会 編 

『ニコピン先生葛原しげる追悼録』、追

加頁、「除幕式祝辞（森戸辰男）」 

葛原先生童謡碑

建設委員会 
昭和３９年 

０３０４８ 福山市市長公室 編 

『地方都市の課題－福山市のコミュニティづく

り－』、１６１頁、「見直そう日本の心 我が心に

ふるさとを持とう－座談会（森戸辰男ほか）」 

福山市市長公室 昭和５３年 

０２０６０ 
森戸辰男 著 

福山誠之館同窓会 編 

「「誠之館」の想い出－「人間の館」として－」 

『懐古－誠之館時代の思い出－』、１頁 
福山誠之館同窓会 昭和５８年 

０４６６１ 森戸文書研究会 編 
『広島大学所蔵 森戸辰男関係文書

目録（上下）』 
広島大学 平成１４年 

０６５０７ 安川悦子ほか著 

『地域の力・地域の文化－多元都市

「福山」の可能性－』、３頁、「森戸辰

男における「理想の社会」－オウエン、

モリス、クロポトキン研究を通して－

（安川悦子）」 

児島書店 平成２２年 

 

出典１：『政治経済文化備後綜合名鑑』、式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３４年９月 

出典２：『誠之館百三十年史（上巻）』、742,763,778,782,784,786,797,991,1056 頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月

１日 

出典３：『誠之館百三十年史（下巻）』、94,174,179 頁、福山誠之館同窓会編刊、平成元年３月３１日 

出典４：『日本現近代人名辞典』、吉川弘文館編刊、２００２年 

出典５：『現代日本・朝日人物事典』、朝日新聞社編刊、１９９０年 

出典６：『広島大学所蔵森戸辰男関係文書目録（上下）』、森戸文書研究会編刊、平成１４年（２００２年）９月１０日 

出典７：『誠之舎－戦争と占領下の一学生寮の記録－』、文集『誠之舎』編集委員会編、誠之舎潺潺会刊、昭和６０年６月２８日 

出典８：『昭和２９年度校務日誌』、福山誠之館高等学校、昭和２９年 

出典９：「私の履歴書 森戸辰男（日本経済新聞）」、森戸辰男著、日本経済新聞社発行、昭和５１年２月 

出典１０：『福山のいしぶみ散歩』、６４頁、佐野恒男著、福山市文化財協会刊、１９９３年５月１２日 

２００４年１１月１１日更新：所蔵品●２００４年１１月３０日更新：所蔵品●２００５年４月１９日更新：経歴・所蔵品●２００５年１０月１

９日更新：所蔵品●２００６年６月２９日更新：タイトル・所蔵品●２００６年１２月１３日更新：経歴・所蔵品・関連情報・出典●２００

７年６月２１日更新：本文・関連情報●２００７年８月１０日更新：関係資料●２００７年１１月１９日更新：経歴・本文・関連情報削

除・出典●２００８年７月２９日更新：経歴・関連資料●２００８年８月２１日更新：経歴・出典●２００９年３月１６日更新：誠之館所

蔵品●２００９年７月７日更新：関連資料●２００９年１２月２５日更新：誠之館所蔵品●２０１０年７月１５日更新：本文・誠之館所

蔵品・探しています・関連資料（削除）●２０１１年３月３日更新：本文・誠之館所蔵品●２０１１年１０月２６日更新：経歴・誠之館

所蔵品・出典●２０１２年２月１４日更新：本文・探しています・出典● 

 


